








ではなく､ ｢質を高める｣ ことが求められている｡ これ









の学習指導要領をひも解き､ 時代ごとの ｢気付き｣ の捉
え方の変遷を追う｡ そこから今改訂の ｢気付きの質を高
める｣ ことが､ どのように重要視されてきたのかを明ら
































A study on Life Environment Studies
which tries to "make quality with KIZUKI"
加 納 誠 司
Seiji KANOU
平成 20年 3月､ 小学校学習指導要領が改訂された｡ 生活科は平成元年改訂の際に教科として位置付けられ､ 今回で 2






下線と記号 (ア)  (ウ) は筆者による






次に (イ) について見てみると､ ｢身近な人々､ 社会お
よび自然とのかかわりに関心をもち｣ という記述は､
｢他者や社会､ 自然や環境と共に生きること｣ につなが




さらに (ウ) の､ 生活科の究極目標である ｢自立への
基礎を養う｣ は､ ｢知識・技能の更新のための生涯の学



















くのは､ ｢気付く｣ が ｢自分の成長｣ において  個と他
の内容と比べ突出していることである｡ ｢気付き｣ 即ち







※平成元年改訂の内容は (１) ～ (６) で 学年に分け述べられている｡ ただし内容 (１) に関しては､  年生は学校
と生活､  年生は地域と生活と学習内容が違うため分けて記述｡
※記述の文言 ｢できる｣ には ｢身に付ける｣ も含む｡









































                        
(２) 家庭と生活
※平元では 年生のみ
                       
(３) 地域と生活
※平元では､  年生のみで内容 (１)
                       
(４) 公共物や公共施設の利用
※平元では､  年生のみで内容 (２)
                       
(５) 季節の変化と生活
※平元では内容 (３) で公共施設も含む
                       
(６) 自然や物を使った遊び
※平元では内容 (４)
                       
(７) 動植物の飼育・栽培
※平元では内容 (５)
                       
(８) 生活や出来事の交流
※平  新内
       
(９) 自分の成長
※平元では内容 (６)､平  では内容 (８)
                        


























活科は､ 理解が伴う ｢分かる｣ は必要とされないのかと
いう誤解を生んでしまう｡ しかし､ その記述の意味は
｢自ら納得して分かる｣  ) や ｢体験的に実感として分か
る｣  ) などのように､ 活動・体験を前提とした､ より高
次な ｢分かる｣ を期待していたことが示されており､ 決
して理解することを軽視していたわけではない｡ さらに､
第 章の指導計画作成等の中では､ ｢知恵は教え与えら
れるものではない｡ 自ら活動し､ 関心をもち､ 気付き､
考えることによって､ 知恵は身に付いていくものである｣
と記されており､ これこそが生活科本来の ｢気付き｣ と
｢分かる｣ の定義である｡ この定義は表現の違いはあっ
ても､ 現在でも揺るがない生活科教育の精神である｡






平成  年の改訂では､ まず ｢気付く｣ の記述が  個と
急激に減ったことが特徴である｡ それに反比例するかの










況も見られる｣ と示されたのである｡ これは､ 生活科に
よって子どもは意欲的に活動・体験を行うが､ そこから
得られる気付きは知的に十分深まっていないという指摘











ただ､ この ｢知的｣ という言葉は現場に混乱を招いた｡
対象からの気付きが知識を習得するための学習方法に､
言い換えればかつての低学年理科でねらうものに一層傾












える｣ ｢できる｣ などの記述も含め､ 言わば現段階での
生活科における理想的な気付きの捉えが表現されたので










う指摘も重なった｡ そこで ｢知的｣ という言葉を取り払





２ 今改訂が目指す ｢気付きの質を高める｣ とは
子どもが活動に没入する (平成元年)､ 対象から気付
きを導き出す (平成  年) という  年の歴史を経て､ 子
どもは生活科の学びから気付きを得ることができた｡ 前

















(ア) においての ｢多様な学習活動｣､ (イ) においての
｢伝え合ったりする学習活動｣ の充実は､ それぞれ気付
きの質を高めるための改善策として大切な要素である｡
それを野田は､ ｢気付き｣ を質的に高める事例とし ｢『一
つ一つの (個別的な) 気付き』 から 『関連付けられた気
付き』 に高めることが大切である｣  ) と述べた｡ 子ども
にとって最も身近な気付きの関連付けは､ 友達の気付き
との交流である｡ このことは､ 今改訂のもう一つの目玉














(2) ｢対象への気付き｣ から ｢自分自身への気付き｣ へ
質を高める
続いて (ア) においての ｢自分の特徴や可能性に気付
き｣､ (イ) においての ｢活動や体験したことを振り返り､
自分なりに整理し｣ を考える｡ これはまさしく活動や体
験を通した ｢自分自身への気付き｣ である｡ 自分への気
付きは平成元年改訂から強調されてきたのだが､ 対象と
































本実践では､ 特に ｢対象への気付き｣ に質が高まって
いく様子を､ 改善の具体的事項でも示された ｢見付ける｣










始まり､ 種植え､ 水やりなどの世話､ そして子どもたち
が最初に迎える感動場面､ 発芽の様子へと続いていく｡
ここで初めて ｢あさがおにっき｣ と名付けた観察カード


































うして､ 枯れた葉っぱと元気な葉っぱを ｢比べ｣ たり､



















































気付きの質を高める方策として ｢見付ける｣ → ｢比べ

























見カード｣ である｡ 聞くところによると､ この児童は入
学当初､ 初めてのことへの不安からか何事にもやる前か
ら怖がり行動に移せず､ 涙することも少なくなかったそ









































会､ がんばったよ｣ と付せん紙に書いて､ 次々に ｢おも
いでごよみ｣ に貼っていく｡ 子どもたちは時間も忘れ活
動に没頭し､ １年の自分の足跡を言葉として自覚化して












































今改訂で内容 ｢( ) 自分の成長｣ の文頭には ｢自分自
身の成長を振り返り｣  ) という文言が付け加えられた｡
この実践からは､ それが有効に働いているのがみてとれ












































































































































４) 文部省 ｢小学校指導書生活編｣     年 ｐ  －  























～ 『見付ける』 → 『比べる』 → 『たとえる』 の流れ
を重視した学習活動を通して｣ ｢初等理科教育 月
号｣     年 農文協 ｐ  －  
  ) 拙著 ｢肯定的な 自分自身への気付き をはぐくむ 
年間の生活科～１. ２年 ｢ぼく､ すごいでしょ｡ で
きるようになったよ｡ がんばったよ｣ の実践を通し
て～｣ ｢初等理科教育 月号｣     年 農文教
ｐ  －  
  ) 前掲書１) ｐ  
  ) 前畑朱里 ｢平成  年度指導体験記録｣ ｢ぼく､ すご
いでしょ｡ できるようになったよ｡ がんばったよ ―
二年間の生活科で 自分自身への気付き を育み､ 自
身をもって生活する子ども―｣     年 名古屋市教
育委員会 ｐ  
生活科学習における ｢気付きの質を高める｣ ことに関する研究
― 167―
